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コミュニティ・スクール 

福津市立福間東中学校  

校長 國廣 信弥 

令和６年度 福間東中 全校生徒４５８名でスタート！ 

自他や地域を愛し、主体的に課題を解決し続ける生徒の育成 

 

 

○○○○○○ 

 

 今日から、私たちは中学生になりました。これから始まる中学校生活に対する期待と不

安を胸に抱きながら、今日この日を迎えました。・・省略・・ 

今まで私服で通学していましたが、制服を着て、福間東中学校の一員となったことを感じ

ております。・・省略・・不安を感じていますが、それ以上に新しい仲間との出会いや学校

行事など楽しみも多くあると感じています。 

これからの三年間は、勉強と部活動に精を出し頑張ってい 

きます。学習面でも、きちんと予習・復習を行い、定期テス 

ト直前であわてることがないよう日々勉強していくよう心が 

けます。まだ、私たち新入生は右も左も分からない状況です。 

どうか、先生方、上級生の皆様方、温かい目で見守っていた 

だき、ご指導くださいますよう、どうぞよろしくお願いします。 

                  新入生代表 松川 京太郎さん 

 

令和６年度 赴任者紹介 

 

今後の行事予定 

◆「通い甲斐のある学校」をめざして◆ 

春の香りとともに、野山の緑も次第に色づく百花繚乱の季節となりました。  

４月８日(月)に進級した２年生１６３名、３年生１６４名、そして先日４月１０日(水)に入

学した１年生１３１名、合計４５８名の生徒がそろって、新たな福間東中学校がスタートし

ました。本校では、上記の教育目標の達成に向けて、本年度「多様な課題を自分事として

捉え、課題解決に向けて他者と協働し、新たな可能性を創造し続ける生徒の育成」を重

点目標に掲げ、生徒の潜在能力を引き出しながら、健やかな成長を目指していきたいと

考えています。将来は予測の困難な時代と言われています。だからこそ、誰も経験のした

ことのない状況に遭遇しても、課題解決に向けて主体的に仲間とともに粘り強く取り組ん

でいくことが必要です。福間東中学校が子どもたちにとって通い甲斐のある学校になる

よう、教職員一同、一丸となって教育活動につとめてまいります。ご理解とご協力をよろし

くお願いします。 

 自分で決めた目標に向かって「心のスイッチ」を ON！  

学校の教育目標 

4月 17日 発育測定 

4月 18日 ３年全国学力学習状況調査             

4月 19日  ⑤授業参観、⑥3年進路説明会  

5月 17日 PTA総会（書面） 

5月 18日 体育祭 

5月 20日 代休 

 

皆さんと一緒に学校生活を送ることをとても楽しみにしていました。私も二年前、皆さんと同

じように不安と期待を胸に膨らませ、緊張しながら入学式を迎えました。今日初めて出会った

友達や先生、今までとは違う学校生活に戸惑うこともたくさんあると思います。でも、それはみ

んな一緒です。困ったことやわからないことができたら、先生や先輩、同級生のみんなを遠慮

なく頼ってください。福間東中学校では、たくさんボランティア活動を行っています。私はこの

ボランティアはとてもいい取り組みだなと感じています。よく「あいさつは人と人をつなぐ」と言

いますが、本当にそうだと思います。知らない人からでも明るく元気に目を見てはっきりとあい

さつされると、された人もした人も自然に良い気持ちになります。この居心地の良い雰囲気を

福間東中学校で感じてもらえたらいいなと思います。新入生の皆さんと在校生の私たちが力

を合わせて作り出せたら良いなと思っています。        在校生代表   堤 莉子さん 
２・3年生には始業式で、話をしました。1年生には入学式の式辞のなかで、「心のスイッ

チ」という詩を紹介しました。 東井義雄氏の詩です。電球が光を放つように自分の心の

スイッチを ON にしてほしいと話しました。 見ようとする心のスイッチを入れなければ、見

ることはできません。聞こうとする心のスイッチを入れなければ、 

聞くこともできません。勉強だってそうです。目標を決める 

だけではダメなのです。大切なことは、心のスイッチを入れ 

るか、入れないかです。心のスイッチは誰もが持っています。 

それをＯＮにするのは自分です。これから始まる一年、授業 

でも、行事でも、日々の生活でも、子ども達の心のスイッチが 

入る瞬間を見つめていきます。 

                             

 

◆生徒歓迎のことば◆（一部を掲載） 

 

 


